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経済地理メモ社会主義国編

⑥ユｰゴスラビア

資料情報係

�景�慴楯�敲癩捥�捴楯�

国名ユｰゴスラビア社会主義連邦共和国(Socija1istiとka

䙥�牡瑩��数畢�歡�杯猱慶楪�

面積25.6万km2

人口2,200万人

首都ベオゲラｰド(Beograd)

国土

ユｰゴスラビアはバルカン半島にある.その国境線

延長のおよそ3/4は社会主義諸国と残る約1/4はイタリ

アおよびギリシャと接し北東部にはドナウ川が流れ

酉一西南は2,000kmにわたってアドリア海に洗われそ

こには多くの湾や入江がある.しかし奥地から海に

達するにはどの海岸にいくにもジナノレアルプス山脈が

障害となっている･そのため交通路はジナルアルプ

スの山麓平野に発達し同山脈に平行に走りそれカ沖

部ヨｰロッパ諸国から中近東をつなぎ中部と東部のヨ

ｰロッパ諸国とアドリア海の諸港を結んでいる.

住民

ユｰゴスラビアには20の民族か住みソビエトを除く

とヨｰロッパではこの国カミ最多多民族国家となる.

人口の9/10は南スラブ系の民族で占められセノレビア族

クロアチア族ボスニア族モンテネグロ族はセノレボ

クロアｰト語を用いスロベニア族とマケドニア族はそ

れぞれスロベニア語とマケドニア語を話す.セルボク

ロアｰト語は2種の文字を使用する･セノレビア族とモ

ンテネグロ族はキリル文字クロアチア族とボスニア族

はラテン文字である･小学生たちは主要4か国語と自

国語を勉強するが公用語はセルビア語クロアチア語

スロベニア語マケドニア語の4種.

人口は北の平野部と丘綾地帯西南の狭い海岸帯に比

較的集中し北の人口密集地は重要な工業地帯であり

農業地域とたっている･都市人口は全人口のおよそ

2/5を占める.
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第一図ユｰゴスラビア主要鉱工業配置図
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伸一石油パイプライン

経済の特徴

第二次世界大戦前にはヨｰロッパ

のとり残された農業国であったユｰゴ

スラビアも戦後杜会主義体制(当

初はソビエト模倣型!963年から労働者自

治管理σ)自主独立型)をとり鉱コ三業生

産は急激に伸び現在では国長総生産

の半分を占めるようになった且しか

し農業の協同化と国有化は進んでい

ない･戦後生産の合理的な配置に努

力が払われとくに後進性がいちじる

しいボスニアヘルツェゴビナモン

テネグロマケドニアの各地方とセル

ビア地方南部地域の開発が優先されて

いるカミまだ地域較差は大きく失業

者も多い｡そのため海外への出稼

ぎ者カミ少なくない.

鉱工業

ユｰゴスラビアの鉱工業は主とし

て国内天然資源に依存し鉱物資源と

森林資源の生産と加工水資源の開発�
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カミ重要な地位を占めている.

エネルギｰ源としては主として大型樹炭炭田･褐炭

炭田と山地河川の水力資源が用いられ最近ではドナ

ウ川の《鉄門》地区でルｰマニアとの共同の大多目的ダ

ムと発電所灘が建設されて電力の生産を始めた｡石油

は生産か多くなっているとはいえ需要を満たすには

まだほど遠く多くは輸入に頼っている.

鉱業は盛んで山脈地方カミとくに金属鉱床に富んでい

る･クロム鉄鉱ボｰキサイト銅鉱鉛一亜鉛鉱

アンチモン鉱水銀鉱希金属鉱の鉱量と採掘量はヨ

ｰロッバ有数でこれらの資源を基礎にエネルギｰ資

源開発の進展もあって非鉄冶金工業はいちじるしく成

長しその施設は大型鉱山の近くか発電所の近くにあ

る.たとえばアノレミニウムの生産はスロベニア共和

国(ドラバ川発電所系近辺)に集中している.また現在

ではユｰゴスラビアは主として非鉄金属とその加工品

を輸出するまでに放っている･製鉄はボスニア･ヘノレ

ツェゴビナ地方が主体でユｰゴスラビア最大の製鉄コ

ンビナｰトはこの地方のゼニツァにある･

工業としては電気工学機器農業用機械船舶など

運搬用機械類の生産が多くその一部はそれぞれ輸出さ

れている.化学工業は国内需要に全然追いついてい狂

いが生産の伸びは大きくとくに原料の多くが輸入に

依存しているとはいえ石油化学の成長テンポはきわめ

て早い.紙･パルプ工業の成長もいちじるしい.
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農業

ユｰゴスラビアは所によって自然条件が大きく異なる.

北部の低地と丘稜帯に比較的肥沃な大地が拡がり中程

度の大陸性気候のもとにある.戦後新政府はドナ

ウ川一チサ川一ドナウ川の水理･灌慨網を作り開拓も

積極的に進めたので今ではこれらの地方カミュｰゴスラ

ビアにおける小麦などの穀倉となっている･

山岳地方は土地がやせ気候もきびしい.
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アドリア海の島々や沿岸帯は北からの寒風

が山脈にさえぎられるので暖かく雨量も

適度でオリｰブや葡萄の栽培が盛んであ

りあんずの収獲量は世界一である.

貿易

外国貿易額のおよそ2/5は社会主義諸国

を相手国としたものであるが残る3/5の

主相手国はイタリア酉ドイツアメリ

カイギリスで社会主義国の中で資本主

義国との貿易額が貿易総額の半分をこえる

のはユｰゴスラビアと中国だけである.

第二回堆積盆地油田･ガス四分布概要図

a一油田b一天然ガス田｡一石油･ガス田

図上の数字:

1一フィロフツィ石油･ガス田

2一ペテショフツィ石油･ガス田

3一ムルスベジシチェ天然ガス田

4一シャントロバツ石油･ガス田

5一ぺペラナ天然ガス田

6一ツァブナ油田

7一エジエボ油田

8一クロシェタノレ石油･ガス田

9一イバニチグラｰド石油･ガス田

10一シュメチャニ油田

1!一ブンヤニ油田

12一ジュチツァ石油･ガス目ヨ

ユ3一オコリ天然ガス田

14一スツノレジェツ石油･ガス田

15一ムラモルブルト石油･ガス田

16一リポブリャニ油田

17一ヤナリバ天然ガス田

18一ブヤビツァ天然ガス目ヨ

ユ9]パリチ油田

20一ベレビト油国

21一ゴルニフレク天然ガス田

22一アダ天然ガス田

23一ゴスポジンツィ天然ガス田

24一ノビクニヤジェバツ天然ガス田

25一モクリン石油･ガス田

26一キキンダバロシュ石油･ガス田

27一キキンダ石油･ガス同ヨ

28一メレンシ天然ガス目ヨ

29一エレミル石油･ガス田

30一メタ天然ガス田

31一ベリカグレタ油田

32一ヤノシク油田

33一二コリンツィ天然ガス目ヨ

わが国との関係

ユｰゴスラビアは1945年10月に国連に加

盟した､1952年4月に我カミ国との国交カミ

依復され8月に公使を交換し1957年に

大使に昇格させた一

我が国との貿易額(1978年)は総額(往復)

で!億3,370万ドル(我が国の貿易往復総額

のO.07%)我カミ国からの輸出額が1億914

万ドル(我が国からの輸出額の0.1%)我が国

への輸入額カミ2,456万ドル(同0.03%)にす

ぎない.�


